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1_大阪 (大坂)は文学で食える都市か

「文学で食える」とは、近世初頭に商業出版が始まり、町人を中心に読物が本の形で流通するようになつ

てからは、つまり作家の書いた本が売れるかどうかということに他ならなし、そこでまずは、大坂=大阪と

江戸=東京の出版文化について概括したい。
天正 18年(1590p、 豊臣秀吉によつて関人州に移封された徳川家康が武蔵国江戸に築城し、さらにここに

幕府を開くに及んで、日本の政治 0経済の申
'い

は着々と江戸に集申され、明治維新によつて「東の京」を名

乗ることによつて、一極集中が完成した。関ヶ原の戦いは、西の文化に対する東の文化という様相を呈して

いたが、それは弁証法的に例えれ|ミ定立である西に対抗する反定立の東という構造だつた 復り1尉が営々
と250年をかけて築いていつた江戸文化は偉かった。というのは、参勤交代によつて、全国の文化を一極

集中させたからに他ならない。大坂・京都l癖ではなく幕府直轄領になつたから、逆に伝統的な定立の位置

を占めたまま今日に至つている。明治維新が倒幕尊王懐夷の勝利だつたのに、薩長土肥は嬉しそうに江戸に

入り、江戸城という武豹 ||の居城に天皇をお旅させて「東京」を名乗つた。江戸時代でも「東下り」と言

われていたのが、「上京」と呼ばれ出した。言葉までも東京規準になつていつたから、
「江戸方言」が粋で、

「上方方言」という粋 (すい)な言葉は異質な、よく言えば「面白い」ものとして扱われるようになり、い

つしか定立のはずの上方に属する人間も、太平洋戦争後は特に、東京から見た異質なものという立場に甘ん

じるようになつた …というような手前味噌な価値観を前提に、近代大阪文学を観ることにする。

そこで、天下泰平で鎖国というぬ脚nF鶴tの時代に始まつた出版文化について見てみることにする。営

利を目的とする出版事業は御 |1幕府時代の初頭に、京都の町衆によつて始められた。貴族や僧侶などの特権

階級に限らず、一般の庶民が気軽に書物と親じめるようになつたのは、これ以降のことである。騰 語集測

や『源氏物語』など和漢の古典に重きを置いた京都の板元に対し、大坂では秋田屋や河
内屋などの版元が、

浮世草子や重宝記 (啓麹 といつた好色本や実用書を出版して人気を博するようになる。

この時代には町人みずからが文学の主体となつて、生き生きと写実するという、前代までの文学とは一線

を画した。仮名草子、古浄瑠璃、貞門の俳諧などの新興文学に始り、井原西鶴の浮世草子、近松門左衛門、

竹田出雲の浄瑠璃、坂田藤十郎の歌舞伎、西山宗因らの談林俳諧などが開花した
「上方文学」である。井原

西鶴の『好色一代男』はこの時代の
ベストセラーで、西鶴は全国の長者に取材した『 日本永代蔵』を大坂・

京 0江戸の三都同時出版をするというビジネスをも始めていた

江戸の出版界は当初、上方から進出した板元
0書商に支配されていたが、元禄時代頃になると江戸独自の

出版物が上方の出版点数を凌ぐまでに成長してくる。当時の大手の板元としては
「武鑑ぶ幕府の職員録)や

江戸絵図など公的出版物を多く手がけたた須原屋や、「吉原細見」などの廓物や黄表紙、狂歌本の蔦屋が有

名である。

草双紙 (く さぞうし)は絵双紙ともいうが、江戸時代中期から明治初頭にかけて流行した絵入りの通俗ノJ)

説で、絵と文章を同じ版本に彫るという特徴を生かして、挿画入り娯楽本という現代のマンガに似た独自の

様式を作り出し、赤本、黒本、青本、黄表紙、合巻と展開していつた。この草双紙類は「地本」(じほん)

と呼ばれたが、「地 とは京大坂に対して、「地酒」と同様にその地の特産という意味である。

元禄期が華だった上方文学は、やがて惰性に流れて生命力を失つていき、文化・文政期になると文学の中

心は江戸に移り、軽妙さや渋み、粋といつた江戸趣味による江戸文学が成立し、柳亭種彦による戯作の流行

が際立っていた。そして、明治維新を迎える。 (以降は第 1回大阪からはじまつた読み物の潮流を参照)
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大 阪の近 代 文学 にか かわ る作 家年 表
1989平成元年

短歌的叙情の否定

明治36年(1903)～ 甲L「薦81「(1996)

市井派1 武田麟太郎  [1111■ 1111三二■1二IIJ42歳
珂二月tデ己自「 (1989)

1              日目澤口21■F(1946)
|▲昭和 7年『 日本三文オペラ』

72歳
明治37年(1903)～    |        |   ▲昭和29年『お父さんはお人好し』昭和51年(1976)

新派劇作・大衆文芸  長谷川幸延 |    |二 颯積15年『鱗警寺織町4 1__73歳 |

明治37年(1904)～ |  ▲昭和26年『桂春団治』 昭和52年(1977)
72歳 |
昭和52年(1977)

日本浪漫派・四季派 46膚置
剛目灘
=394事
(1906)～ 1田日稲田284F(1953)

ユーモア小説「 83歳
明治42年 (1909)―  : ▲昭和28年『恋愛パトロール』 1二月t44F(1992)

文学座 34費髭
明治45年 (1912)～ 昭和21年 (1946)

34歳
大正2年(1913)～

| 昭和 22年(1947)

鼻昭和11卑予美婦善哉』 昭和21年『土曜夫人』
象徴主義 74歳

1本平4年 (19■ )= ▲昭和26年『敗走』 昭和62年 (1987)
四季派

|
平成元年▲  平成24=ひo12)

第一次戦後派 ▲昭和27年『真空地帯』 75歳
大正4年 (1915)～ l▲昭和21年『暗い絵』 平成3年 (1991)

第二の新人 88慶詭
大正10年 (1921)～

近代説話 81歳
大
=12年
(1923)～   l ▲昭和 33年「こいさんのラブコァル』 平成16年 (2004)

明治37年(1904)～

剛目灘野384F(1905)～ ▲昭和 5年

*iE13+(1e24)- i

^昭
和 10年『華々しき―族』 昭和 20年『 女の一年』

97膚驚

近代説話
                                   三:[9歳近代説話

▲昭和35年『背徳のメス』  平成16年 (2003)
大阪風俗から出                                     89歳

大正13年 (1924)～ 留和51年『不毛地帯』平成25年 (2013)

1昭和乖年(1926)γ l阪田寛夫    ▲昭和49年『土の器』平成17年(2005)79歳

|     ▲昭和34年『 番頭はんと丁稚ど々』昭和58年(1983)55歳

量甕還量盤豊 輩肇最重三二薫量郵藝彙晟拝尋
     llD 80歳

年(2007)75歳

|▲平成9年『大阪シンフォニー』

昭和0年 (1933)γ 藤本義一    ▲昭和49年『鬼の詩』平成24年像01a79歳

既に幕末までに江戸に集中していた出版力は、明治維新後に首都としてみなされた東京で発展する。朝日
新聞や毎日新聞、そしてそれぞれの週刊誌創刊、それぞれへの連載小説掲載など、大阪が先駆けて果たした
大衆が主人公の読み物の発表舞台も東京が主戦場になる。時の人口は東京 674,000(内士族 20,000)、 大阪
427,000(ほとんど平励 。大阪の復権に拘った五代友厚や大久保利通の企てはならなかったが、大衆文学の、
つまり町民主体の文学の伝統は脈々と受け継がれていく。中央文壇からは「通俗」と椰楡される戯作文学の
伝統は、西鶴・近松のDNAを引き継ぎ、甦らせる。反骨精神である。しかし、「文藝」「改造」「文學会」
「文藝春秋」「オール読物」「新潮」「キング」「中央公論」「主婦の友」「婦人倶楽部」「新青年」など今も継
続されているものを含めて、文芸系雑誌は東京に本社・編集機能があった。つまり、文士になるには東京に
出なければならないという構造が出来上がり、すなわち文壇が出来上がった
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2.大大阪以降に活躍した小説家・詩人

(1)藤澤桓夫『花粉』と秋田賞

明治37年(19007月 21日 、大阪市旧東区備後町二丁目に生まれる。泊園書院の藤澤黄岐

と石   脇の姉カツの長男。道仁小学校から1日制今宮中学に進み、林 広次 徹:田旬 、武
田麟太郎と同学年になる。この二人と旧制大阪高校に進学し、長沖一と友人になる。この時

に同人誌「辻馬車」を発刊して横光利一劇 |1端康成に見出され、新感覚派として小説家デビ

ュー。秋田、武田、長沖と共に東京帝国大学に入学する。この全員で東大新人会に入り、日

本プロレタリア作家同盟 (ナルメ に属してプロレタリア小説を発表した。在学中から肺結

核のために療養し、27歳で富士見サナトリウムに入所して、昭和8筆193929歳で全央退

所して帰阪し、住吉区千然町 (現墨り の石演純太郎邸の離れに寓風 新聞小説『花粉』や

『新雪』で流行作家となる。昭和 30年(195め、矢谷典子と結婚して上住吉二丁目に書斎を

構える。平成元年(19896月 12日、84歳で永眠。墓所は天王寺区牛玉町の齢延亀

藤澤桓夫は生涯に三百作品以上の小説を残したが、多くは青3/Jヽ説で、その清廉で若々し

いストーリーは、都会的で明るく品のいい大阪を描いている。昭和 36

年(1961)11月 17日 の朝日新聞に書いた「わが小説」は、藤澤桓夫が自

らの小説について語つたものでは重要なものの一つであるが、この中

で、昭和 11年t93011月 7日 から12月 31日 まで 35回にわたつて朝

日新聞夕刊に連載した『花粉』について次のように記している。

昭和十一年、朝日新聞に逹載した『機 kは、「絶え学」のカキを

バ、み破bた不属きな越境渚として、わ自身には記念すべき最初の作
品だった。主人グには、社評わ 人な の毛ぎらいしそうな着い漫

オ作者と、俗臭紛々たる総場の大方の隠居のた人を選んだ。当時の

新しいた阪を描いた飾 1ヽ説として幸いに奸坪を得たが、なの二人

の主人ダ、それからた人の孫燎である女主人グにしても、暮えでい

てそれぞれつむじ由がりの一蒟を持っている点、作者としては大阪

人の払れが作品のチーフであつたともいえそうだ。

当時の朝日新関の大阪の学芸部には台石几、吉村正一部などそう

そうたる人物がいた。若かった彼らは、着かった私の原稿の一字一

句にゴテゴテえ句をつけ、私を激励し、自石なと
゛
は冗談に 聯檻率葎

が何んだ日本一の通俗作家になる気でやれ」などとおだててくれた。 l         躙隔 蜘車・ぷ

藤澤の大阪回帰を決定づけた日研日8年の夕刊大阪新聞連載『 街の灯』を皮切りに、次作が秋田賞を
モデル

にした『花粉』、次に石濱純太郎をモデルにした『新雪』、そして膠剥 と朝日新   Jヽ説が続
いた。陥

の灯』ではいまだプロレタリア文学的傾向が残る中、都会的中間小説に扉を開いていたのが、この『花粉』

では「大都会大阪」「都市的ユーモア」という藤澤文学のキーワードが開花している。まさに、司馬遼太郎

が評した「日本における最初の都市感覚の文学」の誕生である。『花粉』は連載の翌年に新潮社から単行本

が刊行され、戦後昭和21年にコノウレト社、昭和33年に浪速書房および角川文庫から復刊された また、陀

粉』の余間として書かれた『茶人』は、平成22年のポプラ社百年文庫の『膳』に、矢田津世子『茶粥
の記』、

『万年青』、上司ガ検1『鮭の皮』とともに収録されている。さらに、松竹新喜劇
では舘直志較谷天外)が脚

色して昭和 33年に劇化され、戦後に映画化された。

昭和 8年の帰阪後も、横光利一劇 ‖端康成、菊池寛ら多くに東京に出るように促されたが、大阪に居住

し続けれ 東京に在らずば作家としてはやつていけないという状況の中で、初めての在阪流行作家にな
つた

そして、菊地寛から「文壇の大阪出張所長」と呼ばれたように、藤澤の周りには武田麟太郎や小野十二郎や

織田作之助など在阪作家が集い、皆な独自の文学を発展させていつた。

しかし、没後の評価は近代文学館編『近代文学大辞典‖こ見られるように、当初の
「辻馬朝 からの純文

学時代だけを評価し、「新聞識 Jヽ説など通俗小説に堕したJとの見方が大勢を占めている。文芸評論家は

皆な東京である。2000年を機に出された朝日新聞出版局編『朝日新聞連載小説の120年』でも、藤澤
の作

品は『新雪』はもとより、一点も採られていなセ、そんな中、藤澤桓夫
の人脈を柱の一つとして、一昨年に

帝塚山派文学学会が帝塚山学院で立ち上げられた。

‐
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藤澤桓夫の主な小説の舞台

(2)秋田賞と長沖―

園陽甲一回
本
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amLttヽる麟 ミ 主人公た
ちの勤め先は船場や梅日、難演
であることが多く、ダ と言tつて
いいほど、電漏調騰、選鶴爾属、議
寺、千日前 1三遊びに来る。́
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幼稚園襲
蜘 田 嚇 饉

静
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秋田賞 (林 広次)と武田麟太郎は今宮中学以来、長沖一は大阪高校以来の終生の親友になった。秋田賞
は藤澤桓夫と白石凡の伸介で横山エンタツと親しくなり、背広に「君、僕」の新しい「漫才」を書き始め、
偉大な万歳作家になった。長沖一は戦後に放送台本の作家となってアチャコ・浪花千栄子の『お父さんはお・人好し』で一世を風靡した。藤澤桓夫のテーマである「大都会大阪J「都市的ユーモア」はこの二人に共通
する。この二人の「笑い」以後の大阪の「笑い」は、この二人が嫌つていた「土俗的な大阪」、つまり「東
京から見た大阪らしさ」の方向に急に舵を切つたように思われる。相 |1計氏が「含羞都市大随 と言われ
るように、元来の「大阪らしさ」がこの二人にはあったと考えるのが妥当だろう。そういう意味では、西鶴 0

近松の町人文学を正統に引き継いだのがこの二人と言つても過言ではない。

‐
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(3)織田作之助の大阪

織田作之助は大正 2年 10月 26日、当時の大阪市南区生玉前町で出生した。父鶴吉は京都
生まれの板前で、大阪に流れてきて浮瀬で働いた後、仕出し屋を営んでいた。母たかゑは当

時の泉北郡山滝村大字大澤の生まれで、二つ井戸の料亭に勤めている時に二人は知り合った

一緒になつて、谷町筋に面して仕出し屋を営んでいた時に作之助が生まれた。鶴吉の人の良

さから、仕出し屋はほどなくつぶれて、天王寺区上汐町の路地長屋に転居した。近辺の長屋

を転々としながら作之助は育つたJ   は作文が得意で、高津中学校 (旧制)に入学した
俗に「がたろ横丁」と呼ばれた長屋から中学校に合格するのは稀なことだったから、町中が

爆発 たヽという。

大正 9年 (1920)4月 1日、8歳の時に長屋横の東平野尋常小学校に薄 、ここは翌年東平野第 1小学校と改称さ
れた。明治 37年 (1900に南区日本橋東一丁目の通称長町に生れた武田麟太郎も東平野尋常小学校に入学し、転校
して安立小学校を卒業した。麟太郎が3年生の時に、この小学校のそばの長屋で織田作之助が生れたことになる。
また、服部良一は明治 40年 (1907)に東成郡中本村に生れ、上汐町や高津表F号筋で育ち、東平野尋常小学校に入学
した。平成 17年に創立 130周年を記念して、正門内に明艮部良一氏 大正 11年 3月 24日東平野尋常高等小学校
卒業を記す」の碑が建てられている。

高津中学校 (1日制)に入学したが、俗に「がたろ路地」と呼ばれた長屋から中学校に合格するのは稀なことだっ

たから、町中が驚いたという。次いで第三高等学校 (現京都大学)に入学し、自崎礼三や青山光二、潤 |1健‐郎、
杉山平‐らと友人になり、文学に目覚めた 3年生の時に喀血して落第することになった頃、三高近くのカフェ

で働く宮田∵枝と出会い、ほどなく同棲した。結局、三高は6年間在籍したが出席日数足らずで退学となり、青
山光二や杉山平―らが東京帝国大学に入学したのを追いかけて東京に出て、同人誌「海風」を発行した。結局大

阪に舞い戻り住吉区姫松園アパートに住み、暗い時間を過ごしたのち、スタンダールの『赤と黒』を読んで、小

議 を畝

昭和 14年 (1939)、 日本敷物新聞から日本織物新聞に勤めることができ、7月 14日 に阿倍野筋料亭千とせで宮
田一枝と結婚式を挙げた。新居を堺の野田丈六の長屋に構え、日本工業新聞社 (後の産経新聞機 に入社した。晦

風Jに書いた 彫辱制 が剤 |1賞候補になり、ついに昭和 15年、『りむ識難た』力`改造社の推薦作品を受賞し世の中
に出た

織田作之助にとつての「大阪」を探ると、真の「大阪」の持つ意味がよく分かる。

■大阪にこそある真実  F/Jヽ説の思想』 大阪朝日新聞 昭和 15年 6月 13日、14日
私が信ずるのは、現実の中に瞬間瞬間にあらわれる真実だけである。嘘から出た真である。十日戎の呼声のよ

うに、あめの中からお多やんが飛んでくる小説を書きたいと思つている。私は好んで「ある人の生涯」を書くが、
その生涯にあらわれた瞬間瞬間の真実を見せてくれるからに外ならなし、私はまた大阪を主題にした小説ばかり

書いているが、大阪人のなかに真実の人間性が見られるからである。大阪に生れ、大阪に育ち、今なお大阪に住
んでいる私は、根つからの大阪人であるが、私は今後いよいよ以つて大阪人でありたいと考えている。そうして
この希望は即ち「大坂人が書ける大阪人」になりたいということに外ならなし、
■大阪でなくてはならない理由 『わが文学修業』現代文学」大観堂 日断口18年 (1943)
私にとつて、大阪人とは地理的なものを意味しない。スタンダールもアランも私には大阪人だ。すこし強引な
ようだが、私は大阪人というものをそのように広く解している。義理人情の世界、経済の世界が大阪ではない。
元禄の大坂人がどんな風に世の中を考え、どんな風に生きたかを考えれば判ることである。まして、東京が考え
ているエンタツ、アチャコだけが大阪ではなし、通俗作家が大阪を歪めてしまったのである。してみれば、私の

文学修業は大阪勉強ということに外ならなし、大阪は私の生れ故郷であり、そして私の師である。
■大阪でなくては生まれ得ない理由  『大阪の可能L』  「新生」 日召和 22年 (1947)1月
言葉ばかりでなく、大阪という土地については、かねがね伝統的な定説というものが出来ていて、大阪人に共
通の特徴、大阪というところは猫も杓子もこういう風ですなという固着観念を、猫も杓子も持つていて、私はそ
んな定評を見聴きするたびに、ああ大阪は理解されていないと思うのは、実は大阪人というものは一定の紋切型
よりも、むしろその型を破つて、横紙破りの、定跡外れの脱線ぶりを行う時にこそ真髄の尻尾を発揮するのであ
つて、この尻尾をつかまえなくては大阪が判らぬと思うからである。そして、その点が大阪の可能性である。

‐
5‐



織田作之助の作品の舞台と足跡地図
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